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Ｐ２ 令和元年度6月定例会 Ｐ９ 所管事務調査報告
補正予算・条例改正 ほか 北海道中央牧場・ごみ最終処分場・牛ヨーネ病

Ｐ３～７ 一般質問 Ｐ1０「この人に聞く」
一般質問 ６名 １１件 えりも漁業協同組合 直売所 部長代理 小林隆 さん

Ｐ８ 町村議会議員研修会

浦河町 合葬墓視察

えりも漁協４救難所合同訓練大会が、７月２日、庶野漁港岸壁で開催されました。
肌寒い一日となりましたが、救難所員は、日頃の練習の成果を生かし、真剣な表
情で、「ゴムボート操法」「救命索発射器操法」「心肺蘇生法」を披露しました。
これから、昆布漁の最盛期を迎えますが、海上安全と豊漁を願います。



◎
平
成
30
年
度

一
般
会
計

(

歳
出)

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
５
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
一

部
を
積
立

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等

▲
８
９
１
万
円

給
付
対
象
者
の
減
少
に
よ
る

も
の

・
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

４
６
０
０
万
円

診
療
所
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

・
動
物
購
入
費

▲
１
０
４
８
万
円

優
良
肉
用
繁
殖
素
牛
導
入
事
業
の

導
入
頭
数
が
、
見
込
み
を
下
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
減
額

・
住
宅
改
修
工
事
等
補
助
金

▲
１
８
４
万
円

住
宅
改
修
工
事
補
助
金
の
交

付
決
定
額
が
見
込
み
を
下
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
減
額

・
え
り
も
港
湾
整
備
事
業
負
担
金

▲
４
０
５
６
万
円

国
直
轄
港
湾
整
備
事
業
の
負

担
金
確
定
に
よ
る
減
額

◎
平
成
30
年
度

特
別
会
計

(

歳
出)

・
出
産
育
児
一
時
金

▲
２
１
０
万
円

出
産
育
児
一
時
金
の
対
象
者

の
減
少
に
よ
る
も
の

・
介
護
保
険
給
付
費
支
払
準
備

基
金
積
立
金

７
９
０
万
円

介
護
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基

金
積
立
金
を
計
上
し
た
も
の

◎
令
和
元
年
度

一
般
会
計

(

歳
入
・
歳
出)

・
日
高
地
区
交
通
災
害

共
済
組
合
配
分
金
（
歳
入
）

８
２
万
円

本
組
合
解
散
に
よ
る
構
成
町

へ
の
配
分

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
補
助
金
（
歳
出
）

５
０
０
万
円

消
費
税
増
税
に
伴
う
低
所
得
世
帯

及
び
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支

え
を
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
費
用

・
え
り
も
町
税
条
例
等
の

改
正

未
婚
ひ
と
り
親
に
係
る
非
課

税
措
置
の
創
設
な
ど
、
地
方

税
法
等
の
改
正
に
よ
り
関
連

条
文
の
改
正
を
行
う
も
の

・
え
り
も
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正

①
課
税
限
度
額
の
改
正

医
療
給
付
費
分

58
万
円
→
61
万
円

②
軽
減
判
定
所
得
の
改
正

軽
減
判
定
所
得
を
左
記
の
よ

う
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
低
所
得
層
の
負
担
を
軽

減
す
る
。

５
割
軽
減
世
帯

１
人
当
た
り
５
千
円
引
上
げ

２
割
軽
減
世
帯

１
人
当
た
り
１
万
円
引
上
げ

・
え
り
も
町
介
護
保
険

条
例
の
改
正

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
者
）
に
係
る
今
年
度
の

保
険
料
に
つ
い
て
、
第
１
段

階
か
ら
第
３
段
階
の
保
険
料

基
準
額
に
対
す
る
割
合
を
引

下
げ
、
低
所
得
高
齢
者
の
負

担
軽
減
を
図
る

①
第
１
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

２
９
７
０
０
円
→
２
４
７
０
０
円

②
第
２
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

４
９
６
０
０
円
→
４
１
３
０
０
円

③
第
３
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

４
９
６
０
０
円
→
４
７
９
０
０
円

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の

選
任

・
え
り
も
町
字
新
浜

佐
々
木

光
政

(

51
歳)

新
任

・
え
り
も
町
固
定
資
産

評
価
員
の
選
任

・
え
り
も
町
字
大
和

橋
本

信
夫

(

46
歳)

新
任

・
え
り
も
町
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦

・
え
り
も
町
字
本
町

神
田

眞
弓

(

71
歳)

再
任

・
え
り
も
町
字
歌
別

加
藤

弘
子

(

71
歳)

再
任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 2 >

補
正
予
算

人

事

条
例
改
正



問


本

議
員

先
日
、
岬
地
区
の

商
店
が
廃
業
し
た
が
、

他
地
区
も
同
じ
状
況

が
起
こ
る
と
思
う
。

各
地
区
住
民
の
意

見
や
要
望
を
聞
き
、

コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
や

既
存
店
舗
の
コ
ン
ビ

ニ
化
を
要
望
す
る
の

も
一
つ
の
対
策
と
し

て
必
要
だ
と
思
う
。

近
年
の
自
然
災
害

対
策
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
地
域
に
必

要
。町

と
し
て
先
を
見

越
し
た
対
策
が
必
要

と
思
う
が
、
見
解
は
。

答

産
業
振
興
課
長

近
年
、
町
内
で
は

人
口
減
少
に
よ
る
購

買
力
低
下
や
ネ
ッ
ト

通
販
普
及
な
ど
で
売

上
減
少
、
ま
た
、
高

齢
化
や
後
継
者
不
在

な
ど
、
閉
店
す
る
商

店
が
見
受
け
ら
れ
る
。

岬
地
区
の
商
店
は
、

売
上
減
少
で
な
く
、

店
主
の
高
齢
化
と
後

継
者
の
不
在
な
ど
が

閉
店
の
理
由
と
聞
く
。

既
存
店
舗
の
コ
ン

ビ
ニ
化
は
、
個
人
又

は
法
人
経
営
で
、
行

政
は
、
介
入
の
限
界

が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ

の
新
規
出
店
は
、
他

商
店
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
る
の
で
、
慎
重

に
検
討
。

地
域
住
民
か
ら
要

望
が
あ
る
場
合
は
、

町
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ

各
社
に
直
営
店
の
出

店
を
要
望
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

自
然
災
害
対
策
は
、

町
内
出
店
の
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
、
ホ
ー
マ
ッ
ク

ニ

コ

ッ

ト

な

ど

と

「
災
害
時
に
お
け
る

応
急
生
活
物
資
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。

問


本

議
員

先
月
、
え
り
も
岬

で
火
災
が
発
生
し
た
。

２
階
部
分
か
ら
出

火
し
た
が
、
建
物
の

構
造
上
、
下
か
ら
の

放
水
し
か
で
き
ず
消

火
に
手
間
取
っ
た
。

ま
た
、
２
階
以
上

に
被
災
者
が
取
り
残

さ
れ
た
場
合
は
、
普

通
の
「
は
し
ご
」
は

壁
面
が
高
温
と
な
り

接
近
は
困
難
で
、
高

所
作
業
車
で
建
物
に

近
づ
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

高
所
か
ら
の
消
火

活
動
や
人
命
救
助
が

可
能
な
「
は
し
ご
車
」

が
必
要
と
思
う
が
見

解
は
。

答

消
防
支
署
長

現
在
、
４
台
の
消

防
車
が
あ
る
が
、
は

し
ご
車
は
な
い
。

は
し
ご
車
の
配
置

基
準
は
、
高
さ
15
メ
ー

ト
ル
以
上
の
中
高
層

建
築
物
が
消
防
署
の

管
轄
区
域
に
お
お
む

ね
10
棟
以
上
あ
る
場

合
、
ま
た
は
、
店
舗
・

旅
館
・
病
院
等
の
特

定
防
火
対
象
物
の
う

ち
、
中
高
層
建
築
物

が
お
お
む
ね
５
棟
以

上
あ
る
場
合
に
、
は

し
ご
車
を
１
台
以
上

配
置
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
え
り
も

町
内
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
建
築
物
が

配
置
基
準
未
満
で
あ

る
。し

か
し
、
中
高
層

建
築
物
は
内
装
の
不

燃
化
、
避
難
階
段
の

設
置
な
ど
に
よ
り
構

造
上
の
安
全
性
や
避

難
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
建

物
内
部
に
侵
入
で
き

な
い
場
合
は
、
建
物

外
部
高
所
か
ら
の
消

火
活
動
や
人
命
救
助

が
有
効
と
考
え
る
。

今
後
の
車
両
の
更

新
状
況
を
十
分
勘
案

し
て
、
検
討
す
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜3＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待を

持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執行

機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政策

提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

本維応議員

既存店舗との競合もあり

慎重に検討

過疎地の店舗支援を

消防のはしご車の導入を

配置基準未満のため難しい

高
所
被
災
時
に
必
要
な

は
し
ご
車

災
害
時
に
は
不
可
欠
な

え
り
も
地
区
の
コ
ン
ビ
ニ



問

中
野

議
員

現
在
、
光
回
線
は
ど
の

地
区
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
か
。

ま
た
、
未
整
備
地
区
の

整
備
計
画
は
。

後
継
者
を
残
す
た
め
、

ま
た
他
地
区
か
ら
の
移
住

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
も

光
回
線
は
必
要
で
あ
り
、

補
助
金
と
過
疎
債
を
使
え

ば
１
割
程
度
で
済
む
と
聞

い
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

を
利
用
し
て
整
備
し
て
は
。

答

企
画
課
長

当
町
の
光
回
線
の
整
備

率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

大
和
地
区
の
和
里
地
域
、

歌
別
地
区
の
歌
別
川
か
ら

岬
側
の
地
域
や
上
歌
別
地

域
、
庶
野
地
区
の
シ
ト
マ

ン
川
か
ら
岬
側
の
西
庶
野
、

千
平
、
苫
別
な
ど
の
地
域

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
フ
レ
ッ
ツ
光

サ
ー
ビ
ス
の
エ
リ
ア
か
ら

外
れ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
等
の
民
間
事
業
者
で

の
新
た
な
整
備
計
画
は
な

い
。国

の
補
助
が
あ
る
に
し

て
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷

設
す
る
整
備
費
が
高
額
で
、

光
回
線
の
積
極
的
加
入
希

望
者
が
ど
の
く
ら
い
い
る

の
か
、
そ
の
上
で
整
備
の

範
囲
を
ど
こ
ま
で
に
す
る

の
か
、
費
用
対
効
果
を
含

め
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

新
冠
町
で
は
、
今
年
度

か
ら
２
か
年
で
補
助
金
に

よ
る
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
加
入
者
を
集
め
る
こ

と
は
町
と
い
う
よ
り
、
整

備
を
要
望
し
て
い
た
地
区

の
方
々
で
積
極
的
に
期
成

会
を
結
成
し
、
広
く
加
入

を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
求
め
て
い

た
加
入
数
を
確
保
し
た
よ

う
で
あ
る
。

問

上
野

議
員

大
型
風
力
発
電
計
画
で

は
１
０
０
本
超
の
風
車
が

町
内
に
林
立
す
る
こ
と
に

な
り
、
固
定
資
産
税
や
法

人
税
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
要

員
の
長
期
滞
在
も
あ
り
、

町
へ
の
経
済
効
果
は
絶
大

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

①
風
車
本
体
と
送
電
線

の
支
柱
な
ど
、
掘
り
起
こ

さ
れ
た
土
砂
の
自
然
環
境

へ
の
影
響
と
「
歌
別
川
」

の
水
流
や
樹
木
に
与
え
る

影
響
は
。

②
送
電
線
が
様
似
方
面

へ
伸
び
て
い
く
が
、
「
ア

ベ
ヤ
キ
川
」
や
「
ニ
カ
ン

ベ
ツ
川
」
に
与
え
る
影
響

は
。③

関
係
団
体
と
協
働
し
、

行
政
が
先
導
し
て
緑
化
事

業
を
推
し
進
め
る
考
え
は
。

④
風
力
発
電
の
経
済
効

果
に
よ
り
税
収
が
増
え
た

場
合
、
10
％
あ
ま
り
を
森

づ
く
り
に
投
資
す
る
考
え

は
。

答

産
業
振
興
課
長

大
型
発
電
事
業
は
、
大

阪
の
事
業
者
、
過
去
に
え

り
も
岬
で
風
力
発
電
事
業

を
行
っ
て
い
た
事
業
者
、

他
に
数
社
が
参
入
の
意
思

を
示
し
て
い
る
。

①
樹
木
の
伐
採
や
土
砂

の
搬
出
も
最
小
限
に
し
、

川
に
影
響
が
な
い
計
画
を

立
て
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

②
送
電
線
は
河
川
の
上

空
を
通
す
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
両
河
川

に
限
ら
ず
、
環
境
へ
の
影

響
を
十
分
配
慮
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

③
町
・
漁
協
・
森
林
組

合
な
ど
で
構
成
す
る
「
え

り
も
岬
の
緑
を
守
る
会
」

が
毎
年
、
春
に
植
樹
、
秋

に
育
樹
を
行
っ
て
お
り
、

風
力
発
電
事
業
者
に
も
積

極
的
に
参
画
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
く
。

④
増
収
見
込
み
は
不
明

だ
が
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜4＞

中野公浩議員

光回線の整備を

費用対効果を含め検討

事業者に環境保全を要請

大型風力発電による
環境への影響は

光
回
線
は
、
も
は
や
必

需
品
と
な
り
つ
つ
あ
る

上野陽司議員

環
境
に
配
慮
し
た
計
画
が

望
ま
れ
る
風
力
発
電
事
業
。



問

竹
内

議
員

こ
の
２
年
間
で
常
勤
医

師
が
２
名
と
も
短
期
間
で

退
職
し
た
が
、

①
早
期
退
職
は
何
が
原

因
と
考
え
る
か
。

②
特
に
、
今
回
退
職
し
た

外
科
医
師
は
定
年
を
延
長

し
て
ま
で
採
用
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
２
か
月
で
の

退
職
と
な
っ
た
が
、
事
前

の
調
査
が
十
分
だ
っ
た
の

か
。③

退
職
に
至
っ
た
経
緯

を
町
民
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

④
町
民
に
不
安
を
与
え

た
こ
と
に
つ
い
て
任
命
権

者
と
し
て
の
町
長
の
責
任

は
。

答

診
療
所
事
務
長

①
先
の
外
科
医
師
の
退

職
は
、
常
勤
医
師
間
の
問

題
で
あ
り
、
今
回
の
外
科

医
師
は
、
勤
務
姿
勢
な
ど

に
つ
い
て
注
意
し
た
が
改

善
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

退
職
に
至
っ
た
。

②
医
師
の
定
年
延
長
に

つ
い
て
は
65
歳
を
超
え
て

も
元
気
に
働
い
て
い
る
方

も
大
勢
お
り
、
任
用
の
機

会
を
広
げ
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
採
用
に
あ
た
り
、

医
師
に
は
直
接
え
り
も
町

に
来
て
い
た
だ
き
、
概
要

説
明
、
診
療
所
施
設
・
医

師
住
宅
な
ど
の
視
察
を
し
、

北
海
道
地
域
医
療
振
興
財

団
の
職
員
立
ち
会
い
の
も

と
、
理
事
者
と
面
談
を
行
っ

て
採
用
し
た
。

ま
た
、
前
勤
務
先
に
も
、

ど
う
い
っ
た
医
師
な
の
か

を
確
認
し
て
お
り
、
特
に

問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
は
も
う

少
し
踏
み
込
ん
だ
調
査
を

実
施
し
た
い
。

③
退
職
に
至
っ
た
経
緯

だ
け
で
な
く
、
医
師
の
招

へ
い
の
状
況
に
つ
い
て
も

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
町
民

の
皆
様
に
説
明
し
て
い
き

た
い
。

答

副
町
長

④
町
民
の
皆
様
に
不
安

を
抱
か
せ
る
事
態
と
な
り
、

心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上

げ
る
。
少
し
で
も
早
く
常

勤
医
師
の
複
数
体
制
が
構

築
で
き
る
よ
う
、
招
へ
い

活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

問

竹
内

議
員

①
昨
年
か
ら
看
護
師
の

定
年
退
職
が
続
い
て
い
る

が
、
今
後
も
来
年
、
再
来

年
と
退
職
者
が
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
看
護
体
制
に

支
障
が
出
て
く
る
が
対
応

は
。②

今
年
２
月
と
６
月
に

な
り
よ
う
や
く
看
護
師
募

集
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ

た
が
遅
す
ぎ
な
い
か
。

医
療
職
ス
タ
ッ
フ
は
募

集
し
て
も
人
材
確
保
が
難

し
い
状
況
の
中
、
な
ぜ
先

を
見
越
し
た
対
応
を
し
な

い
の
か
。

③
看
護
師
が
集
ま
ら
な

け
れ
ば
、
近
い
将
来
、
入

院
病
棟
の
休
止
・
閉
鎖
と

い
う
最
悪
の
事
態
が
予
測

さ
れ
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
、

時
間
外
の
救
急
患
者
も
診

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
地
元

で
看
取
り
た
い
と
い
う
家

族
に
も
対
応
で
き
な
い
。

町
民
の
命
を
守
る
唯
一

の
診
療
所
を
ど
の
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答

診
療
所
事
務
長

①
今
年
度
か
ら
３
年
連

続
で
各
年
１
名
の
退
職
予

定
者
が
い
る
。

看
護
協
会
や
各
種
新
聞
・

広
告
な
ど
を
利
用
し
な
が

ら
継
続
し
て
看
護
師
を
募

集
し
て
い
く
が
、
看
護
体

制
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
は
、
臨
時

看
護
師
・
看
護
助
手
も
採

用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

②
昨
年
度
は
１
名
退
職

者
が
で
た
が
、
そ
の
時
点

で
は
入
院
・
外
来
患
者
数

か
ら
補
充
は
し
な
く
て
も

良
い
と
い
う
判
断
を
し
た
。

し
か
し
、
病
気
休
職
者

が
出
た
た
め
、
２
月
に
募

集
を
し
、
応
募
者
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
再
度
６
月
に

看
護
師
と
看
護
助
手
を
募

集
し
た
。

③
診
療
所
は
、
一
次
医

療
・
一
次
救
急
の
拠
点
と

し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
、
診
療
所

の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
人
員
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜5＞

常勤医の早期退職の原因は

今後も誠心誠意、

医師の確保に努める竹内孝文議員

診療所看護師の早期確保を

継続して人材確保に努める

医
師
や
看
護
師
の
充
実
が

望
ま
れ
る
え
り
も
国
保
診

療
所



問

大
坂

議
員

保
育
所
は
、
幼
児
を
守

り
育
て
て
く
れ
る
所
と
し

て
、
ま
た
仕
事
の
都
合
や

病
気
な
ど
で
幼
児
の
世
話

が
で
き
な
い
家
庭
が
幼
児

を
預
け
る
施
設
と
し
て
有

効
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

現
在
地
の
地
理
的
条
件

を
見
た
と
き
に
、
海
抜
も

低
く
河
川
も
近
く
に
あ
る

の
で
災
害
時
や
津
波
の
発

生
時
に
は
、
直
ち
に
高
い

安
全
な
所
へ
移
る
こ
と
に

な
る
。

避
難
訓
練
は
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
避
難
場
所
ま

で
行
き
着
く
ま
で
は
、
大

変
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
こ
の
避

難
路
に
は
手
す
り
が
一
部

し
か
つ
い
て
い
な
い
が
、

避
難
を
容
易
に
す
る
た
め

に
は
、
手
す
り
は
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
感
じ
る
。

安
心
・
安
全
に
能
率
良

く
幼
児
を
誘
導
す
る
た
め

に
も
早
急
に
対
処
す
べ
き

で
は
。

答

町
民
生
活
課
長

避
難
路
の
土
質
は
、
玉

石
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

た
と
え
手
す
り
を
設
置
し

た
と
し
て
も
、
土
質
は
決

し
て
強
い
と
は
い
え
ず
、

手
す
り
が
傾
き
避
難
す
る

際
の
障
害
に
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

避
難
路
の
草
刈
り
や
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
の
補
充
な
ど
の

整
備
を
行
い
な
が
ら
、
保

育
士
や
保
護
者
の
意
見
を

聞
き
、
協
議
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

大
坂

議
員

町
内
で
は
、
近
年
太
陽

光
発
電
の
パ
ネ
ル
が
数
か

所
で
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
全
て
が
民
有
地
で
あ

り
、
町
で
は
建
設
さ
れ
て

初
め
て
知
る
と
い
っ
た
状

況
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
太
陽

光
発
電
施
設
に
つ
い
て
も

風
力
発
電
施
設
と
同
様
に
、

設
置
状
況
の
把
握
や
地
域

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
の
た
め
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
、
早

急
に
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

答

企
画
課
長

一
般
的
に
条
例
等
で
の

規
制
は
、
制
定
後
の
事
案

に
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則

の
た
め
、
既
に
経
産
省
に

お
い
て
認
定
さ
れ
た
計
画

に
適
用
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。町

と
し
て
は
事
業
者
に

対
し
、
関
係
法
令
や
町
で

策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
遵
守
す
る
こ
と
、
特

に
近
隣
住
民
に
対
し
て
は

工
事
着
工
前
に
計
画
を
説

明
し
、
了
解
を
得
た
う
え

で
事
業
を
進
め
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜6＞

中央保育所避難路に手すりの取付を

現場・保護者の意見で検討
大坂庄吉議員

避
難
路
の
手
摺
取
付
が

検
討
さ
れ
て
い
る
え
り

も
中
央
保
育
所

太陽光発電に関するガイドラインの作成を

早急に策定する必要がある

強風により損壊した事例があり、近隣住民に

対する被害が懸念される太陽光発電



問

高
松

議
員

高
齢
者
の
運
転
操
作
の

ミ
ス
に
よ
る
悲
惨
な
交
通

事
故
が
多
発
す
る
中
、
免

許
の
自
主
返
納
に
向
け
た

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

①
返
納
後
の
移
動
手
段

と
し
て
、
買
い
物
や
通
院

の
た
め
の
送
迎
車
や
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
新

た
な
交
通
手
段
の
提
供
。

②
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
場
合
の
運
賃
の

割
引
や
商
品
券
の
配
布
な

ど
の
何
ら
か
の
支
援
。

③
返
納
手
続
き
が
一
か

所
で
で
き
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
を
定
期
的
に
役

場
内
に
開
設
し
、
併
せ
て

返
納
に
係
る
相
談
や
認
知

機
能
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

な
ど
、
方
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
。

答

企
画
課
長

①
の
「
新
た
な
交
通
手

段
の
提
供
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
管
内
７
町
で
日
高

地
域
に
お
け
る
地
域
交
通

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

こ
の
バ
ス
路
線
の
方
針

が
確
定
し
た
上
で
、
新
た

な
町
内
交
通
網
の
整
備
を

タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
Ｊ
Ｒ

北
海
道
バ
ス
と
も
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

答

町
民
生
活
課
長

②
の
「
何
ら
か
の
支
援
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市

販
で
は
誤
発
進
防
止
や
踏

み
間
違
い
加
速
抑
制
な
ど

の
車
に
後
付
け
で
き
る
安

全
装
置
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

全
般
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
開
設
」
に
つ
い
て

は
、
浦
河
警
察
署
に
開
設

を
要
望
す
る
。
ま
た
、
窓

口
に
お
け
る
情
報
提
供
や

認
知
機
能
低
下
に
関
す
る

相
談
も
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
。

問

高
松

議
員

プ
ー
ル
新
設
の
検
討
状

況
と
浦
河
町
民
プ
ー
ル
休

業
の
影
響
は
。

答

学
校
教
育
課
長

関
係
機
関
や
諸
団
体
と

の
協
議
の
結
果
、
建
設
を

望
む
声
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
児
童
だ
け
で
な
く
、

一
般
町
民
も
最
大
限
活
用

で
き
る
「
学
校
プ
ー
ル
」

(

屋
外
・
屋
根
付
き)

を
、

令
和
３
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
建
設
す
る
こ
と
と

し
た
。

プ
ー
ル
の
規
模
は
、
25

メ
ー
ト
ル
４
コ
ー
ス
、
幼

児
プ
ー
ル
を
含
め
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
を
計
画
し

て
お
り
、
建
設
場
所
は
旧

え
り
も
小
学
校
跡
地
を
予

定
し
て
い
る
。

ま
た
、
浦
河
町
民
プ
ー

ル
休
業
に
伴
い
、
今
年
度

は
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
と

併
せ
て
様
似
町
に
お
願
い

し
、
児
童
が
水
泳
に
親
し

む
機
会
を
で
き
る
限
り
多

く
確
保
で
き
る
よ
う
計
画

し
て
い
る
。

問

高
松

議
員

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛

行
に
加
え
、
さ
ら
な
る
森

と
湖
の
里
ふ
れ
あ
い
館
の

有
効
利
用
を
図
る
べ
き
。

答

産
業
振
興
課
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
キ
ャ
ン

プ
場
化
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検
討

し
た
が
実
現
に
至
っ
て
い

な
い
。
ガ
イ
ド
を
養
成
し
、

豊
似
湖
や
猿
留
山
道
を
散

策
す
る
案
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜7＞

免
許
返
納
へ
環
境
整
備
を

高松亮裕議員

相
談
窓
口
の
開
設
を
検
討

４万円以下で後付けできる市販の
急発進防止装置

新設プールの検討状況は

学校プール、

令和３年度 完成予定

プ
ー
ル
建
設
が
予
定
さ
れ
る

旧
え
り
も
小
学
校
跡
地

豊似湖観光を活性化

ガイドの養成、

関係機関と協議



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜8＞

神
田

修

議
員

令
和
元
年
度
の
「
北
海
道
町
村

議
会
議
員
研
修
会
」
が
、
６
月

25

日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
白
石
区
東
札
幌
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
当
町
の
議
員

11

名
を
は
じ
め
、
道
内
１
４
４

町
村
か
ら
１
５
０
０
人
余
り
の

議
員
、
事
務
局
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
演
は
、
政
治
評
論
家
・
有

馬
晴
海
さ
ん
の
「
ど
う
な
る
？

今
後
の
日
本
政
治
」
と
中
央
大

学
名
誉
教
授
・
佐
々
木
信
夫
さ

ん
の
「
地
方
は
変
わ
れ
る
か
～

議
会
は
ど
う
変
わ
れ
る
か
、
自

治
体
を
ど
う
変
え
る
か
～
」
の

二
つ
で
し
た
。

有
馬
晴
海
さ
ん
は
、
安
倍
首

相
が
12

年
前
の
大
敗
を
糧
に
年

金
問
題
で
２
度
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
す
こ
と
な
く
今
夏
の
参

院
選
を
戦
い
ぬ
く
考
え
で
あ
る

こ
と
、
少
子
高
齢
化
や
財
源
不

足
、
資
源
不
足
の
状
況
の
中
で
、

１
４
４
町
村
の
議
員
の
皆
さ
ん

の
活
躍
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
と
地
方
自
治
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
と
力
説
し
ま
し
た
。

次
に
、
東
京
都
庁
に
11

年
間

勤
務
し
、
北
海
道
の
鈴
木
知
事

が
後
輩
に
当
た
る
佐
々
木
信
夫

さ
ん
は
、
20

世
紀
の
全
て
右
肩

上
が
り
の
状
況
を
、
21

世
紀
は
、

人
口
は
減
る
も
の
、
経
済
は
拡

大
し
な
い
も
の
、
所
得
も
財
政

も
増
え
な
い
も
の
、
と
リ
セ
ッ

ト
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

強
調
し
、
ま
た
議
会
運
営
で
は
、

立
法
、
政
策
能
力
の
向
上
や
議

会
の
自
主
性
確
立
、
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
議
員

同
士
が
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
日
の
研
修
を
今
後
の
議

会
活
動
に
十
分
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
心
に

刻
み
込
み
ま
し
た
。

札幌コンベンションセンターでの

北海道町村議会 議員研修会

行政視察報告・浦河町「合葬墓」

令和元年6月26日、浦河町役場にて「合葬墓」に係る行政視察（聞き取り調査）を行いました。

浦河町の合葬墓に関しては、平成29年8月に浦河町総合計画に盛り込まれ、先進地の視察調査や住民アン

ケートを終え、今年3月の定例議会において、合葬墓整備費を予算化、議会の議決を得て今年度執行される

運びとなったものです。

総事業費は540万円、規模は約11平方メートルで、1,000体の収容

が可能とのことでありました。

使用条件等は、お墓などの継承に困っている方で、故人が町内に住

所又は本籍を有している方、または有したことのある方などの条件が

あり、留意事項として、生前予約は受け付けない、町は供養などの宗

教的な行事は行わない、納骨は町からの委託業者が行うなど複数の条

件が付いていました。

施設は本年11月完成予定で12月から供用開始という説明でありま

したが、現段階においては様々な問題点や課題があり、それらの整

理が必要とのことでありました。
浦河町役場での合葬墓視察

これからのえりも町の課題でもある
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総務文教常任委員会 委員長 成田一人

副委員長 笹谷廣喜 委員 本維応

神田 修 上野陽司

産業民生常任委員会 委員長 高松亮裕

副委員長 渡部 泰 委員 大坂庄吉

竹内孝文 中野公浩

議長 石川昭彦調査日 令和元年５月３１日（金）

北海道中央牧場について

北海道中央牧場の繁殖豚生産事業は、平成２９年１０月にも調査を行い、近隣の河川に対する環境対

策について強く要望していたところ、昨年８月から工事が始まり、施設の全体像がわかり、改めて事業

内容を確認し、河川への環境対策及び雇用の状況について現地調査を行ったものである。

現在、７つの豚舎が建設中であり、体制が整えば最終的には週１，５００頭が生産予定。今後、１０

月に交配、２月に分娩開始、４月中旬まで肥育し、別の牧場に移る計画であると説明を受けた。

懸念した河川への影響は、北海道漁連と協議を重ね、浄化施設で浄化した

のち沈殿槽に溜め、上層の水のみが河川へ流れる仕様となっており、国の定

めた水質基準よりも清浄化されるように厳しくなっている。雇用面では２２

名の従業員中、えりも町からは１０名を雇用している。また、消毒、着替え

をせずに豚舎等への立ち入りができない構造となっており、防疫面でも十分

配慮されている。工事が安全かつ速やかに進み、生産事業が計画通りに行われ、

本町の産業及び経済の活性化につながることを期待している。

ごみ最終処分場の運営状況について

様似町のごみ処理最終処分場が終末期を迎えることから、本町の処分場において不燃ごみを受け入れるこ

とが決まり、この４月より受入れが開始されたところである。

調査時点までの搬入量は約１５ｔで、年間では約１００ｔが見込まれることになるが、その量は概ね計画

通りであった。引き続き、搬入量と計画を確認し、大きな開きが発生す るようであれば、両町で適宜協議

し、最善の方策を探ってほしい。

また、本施設は供用開始されてから１５年目となることから、維持管

理が重要な課題となっている。遮水シートの管理については、漏水を検

知するシステムに加え、タタミで覆うことでガラス等による破損と日光

からの劣化を防ぐ手段を講じており、十分な対策がとられているが、破

損した場合は環境に与える影響が小さくないと考えるため、今後も管理

の徹底を図られたい。

<9>

牛ヨーネ病について

平成25年度より本町において発生した牛ヨーネ病は、現在23戸中10戸で発生しており、今年度に入って

からもこの２か月で約１００頭を淘汰するなど、関係者の懸命な努力にも関わらず依然、終息の目途が立

たず、この間、廃業する生産者も出ており、極めて深刻な事態である。

本病は法定伝染病であるが、都道府県によって対策方法の統一化が図られ

ていないことや、検査対象牛が限定的であるなど、制度の見直しが必要と考

えられる点がいくつかあった。一旦発生した場合は、患畜の淘汰に加え、清

浄化まで最低３年間の検査が必要となり、生産者の負担も非常に大きい。

町では、生産者への消石灰の配布や職員の手による牛舎の清掃・消毒など、

感染拡大防止に向けた対応を行っているが、今後もできる限りの協力・援助

をお願いしたい。また、道と国に対しては、検査体制の充実と患畜淘汰に係

る手当金限度額の増額を積極的に働きかけてほしい。

急ピッチで建設が進むえり
も分場

町内でも発生している
牛ヨーネ病

様似町からの不燃ごみ受け入れが
開始された最終処分場



え
り
も
漁
業
協
同
組
合

直
売
所

部
長
代
理

こ
ば
や
し

た
か
し

小
林

隆

さ
ん

Ｑ

普
段
の
勤
務
で
感
じ
た
こ

と
、
ま
た
、
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

Ａ

鮮
魚
が
店
頭
に
並
ん
だ
と

き
は
多
く
の
方
が
来
店
し
て
買
っ

て
く
れ
る
の
で
、
改
め
て
え
り

も
の
町
民
は
魚
が
好
き
な
ん
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

気
持
ち
よ
く
買
物
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
笑
顔
で
接
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ

町
外
の
人
も
よ
く
見
か
け

ま
す
ね
。

Ａ

特
に
、
土
・
日
に
な
る
と

町
外
か
ら
も
結
構
来
て
く
れ
ま

す
。
直
売
所
の
こ
と
も
だ
ん
だ

ん
と
浸
透
し
て
き
て
、
お
目
当

て
の
品
を
大
量
に
買
う
人
も
い

ま
す
。

Ｑ

今
後
の
課
題
は
。

Ａ

で
き
る
だ
け
新
鮮
な
魚
を

置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
の
入
荷
状
況
を
皆
さ
ん
に

発
信
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
も

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
や
休
日
は
。

Ａ

趣
味
は
車
で
す
か
ね
。
外

見
と
同
じ
く
？
か
わ
い
く
て
小

さ
な
馬
力
の
あ
る
車
が
好
き
で
、

ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
に
乗
っ
て
い
ま

す
。休

日
は
妻
と
ド
ラ
イ
ブ
や
帯

広
に
買
物
に
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

町
議
会
選
挙
の
後
、
初
め
て

の
定
例
議
会
を
終
え
、
一
つ
目

の
大
き
な
仕
事
を
終
え
た
こ
と

を
噛
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

も
入
れ
替
わ
り

気
持
ち
も
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
主
幹
産
業
で
あ
る
昆

布
漁
も
解
禁
と
な
り
、
え
り
も

が
活
気
づ
く
こ
の
季
節
を
皆
さ

ん
は
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
え
り
も
町
は
、

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

町
側
・
議
会
側
と
知
恵
を
し
ぼ

り
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち
、

ま
た
皆
様
と
共
に
乗
り
切
り
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
覚
悟

で
臨
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（

本
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

広
報
広
聴
常
任委

員
会

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

今
回
は
、
浦
河
町
生
ま
れ
で
、
昭
和
63
年
に
え
り
も
町
漁

業
協
同
組
合
に
正
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
開
店
か
ら
８
年

目
を
迎
え
た
直
売
所
の
責
任
者
と
い
う
立
場
で
販
売
促
進
に

奔
走
す
る
小
林
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
「
僕
な
ん
か

で
い
い
の
」
と
言
い
な
が
ら
、
気
さ
く
に
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
も
ご
活
躍
を
。
お
忙
し
い
中
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。(

取
材
・
高
松)

６月７日
日高町村等監査委員協議会定期総会

及び監査委員・補助職員研修会

６月１１日 定例出納検査

６月１１・１２日 全道町村議長会 定期総会・研修会

６月１３日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

６月１４日 えりも町戦没者追悼式．議会運営委員会

６月２１日 全員協議会・第２回定例会

６月２２日 札幌えりも会

６月２５・２６日 道内視察研修・全道議員研修会

６月２７日
日高総合開発期成理事会

及び定期総会

６月２９日 えりも分屯基地開庁65周年記念行事

７月２日 えりも漁協４救難所合同訓練大会

７月４日 日高東部消防組合議会

７月５日 定例出納検査

７月８日 広報広聴常任委員会

７月９日 新任議員研修会

議会の動き

<10>

売
り
出
し
の
時
は
多
く
の
客
で

賑
わ
う
え
り
も
漁
協
直
売
所


